
 
 大空の１学期の指導も終わりを迎えようとしています。新しい学年でスタートし早 4 カ月。子供

たちは 4 月当初の不安や心配の気持ちから、この 1 学期、頑張ったことから得られた充実感や満

足感の気持ちへと変化していると思います。特別支援教室でも個別指導計画の目標に向けて 1 学

期の授業を重ね、子供たち一人一人の成長が見られました。この成長を保護者面談や個別指導計画

の評価でおうちの方と共有しますので、ぜひ、おうちの方からお子様へ、2 学期の意欲へとつなが

る温かい言葉掛けをよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

特別支援教室では個別・小集団指導で、運動を取り入れている児童やグループがあります。運動

といっても、体育の授業とは意義や目的が少し違っています。体育のように全身を動かす運動もあ

れば、机上で手指の運動として取り入れている学習もあります。特別支援教室でこういった運動を

取り入れる大切さについてお伝えします。 
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 Let’s 運動！ 

 
～運動のススメ～ 

子供の将来の運動や学習、社会性に
大きく関わる五つの感覚 

前庭覚、固有覚 
触覚、視覚、聴覚 

★全ての発達につながる 
大切な感覚 

前庭覚（動き・傾き・スピード・揺れを感じる感覚） 
固有覚（体の位置関係、力の入れ具合、滑らかな動きを可能にする感覚） 

触覚     視覚      聴覚 
 

姿勢（体幹）・筋力・目の動き・身体の位置 

運動コントロール・ボディイメージ 

手指の機能分化・言語 

集中力・判断・自信 

自己抑制・社会性・教科学習 

経
験
や
体
の
動
き
を
通
し
て
上
の
段
階
へ
と
成
長 

相互に作用し合
って、バランス
よく発達 

発達の土台となる五つの感覚は脳が整理したりまとめたりします。特別支援教室でもこれら
の発達を促進させるために、様々な運動を取り入れています。 
例・・・トランポリン、動物歩き、ジャンプ、なわ跳び、風船バレー、平均台、ボールなど。 
これらの発達は、公園での遊具遊び（ブランコ、滑り台、ジャングルジムなど）でも大いに発
達の刺激を促す運動になります。ぜひ、御家庭でも体を動かす楽しさを経験させてください。 


